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	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


全体考察：今回２回目の視察研修だった。四国の視察研修と大阪・京都の視察研修の両方を比較してみる。木島病院では「組織」というのを感じた。木島病院南院長の言葉の中にあったグループ別の目標設定、実施計画、年度の重点（1年）、中期計画（３年）、基本方針、理念と掲げてあるように、組織がひとつの目指す方向に一丸となっていたように感じた。

長岡ヘルスケアセンターは、「あらゆる場面において常に人間の尊厳に重きをおくことが、何よりも大切」というミッション（方針のようなもの）を掲げ、それを表すために利用者に対し言葉遣い、態度等、同僚においても配慮していた。その目的の達成にはサービスマナーというのを取り入れ「顧客満足」を追求している。どちらの法人も教育というものに力を入れ理念、方針が全職員に浸透するようにしていた。では、自分は今どのように取り組んでいるのだろうか、と考えると１年の計画を立てる事ができるが、中・長期的なビジョンというものが、微かにしか見えていなかったように感じた。また計画を立案しただけで、短絡的に「ただ計画を実施した」という事に過ぎず、大きなビジョンを持つことができていなかった。又、プロセスを「ぞんざい」にしていた。突然視野が広がる事は難しいが、日頃から綿密な計画とそれに裏打ちされる実践、そして大きな視点をもてるように外に目を向けながら日頃からトレーニングを重ねていきたいと考える。

この研修を機に休日を利用して大阪市障害福祉課、大阪精神保健センター、池田市の地域生活支援センター咲笑を訪問させていただいた。大阪の就労支援事情は、府や市での単独事業などは行っておらず、大阪市障害者就業・生活支援センターを中心に大阪府を５つのブロックに分けてそれぞれに就労支援センターをおいて活動を行っている。単独事業で助成金をつけるのではなく、支援機関に補助金を回し実績をあげている。又、咲笑では、当事者活動が活発であり、ピアヘルパーの活動が盛んであった。どうしても利用者に対し否定的な見方しかできなかったが、当事者の長所に目を向けて、そこをどんどん伸ばしていけるような事が、当事者会や仕事に役立っていくのではないかと感じた。

医療法人　桐葉会　木島病院

大阪府貝塚市

大阪府は人口８００万人　５０ヶ所の精神科病院があるが、大阪市内には、精神科病院がない

貝塚市は、４００床の病院が２ヶ所、

救急医療は年間2,000件（東京に次いで２番目）、大阪市内から３０分で救急搬送されてくる。

関連施設　精神障害者通所授産施設、精神障害者グループホーム、

介護老人保健施設、高齢者グループホーム、

　　　　　社会福祉法人　貝塚誠心園（介護老人福祉施設）

○SWの業務の流れ

病棟所属のPSWは、病棟申し送りに参加、担当病棟内の把握状況に努めている。また、毎日１７：００にPSWが集まり、申し送りを行っている。

Q　SWリーダーとして各PSWの動きは、申し送りの他にどのようにして把握しているのか？

A　一人一人の活動日誌を書いて提出し、業務を把握している。

○PSWの業務内容と範囲

　病院にはＰＳＷを６人配置し、１階フロアーに２名が常駐し、残りの４名は病棟所属（担当病棟）となる。

　業務内容は、グループマニュアルを作成し、受診、入院相談の受付、入院手続きや精神保健福祉法、生活保護法などに定められた行政機関への提出書類の作成補助、管理、利用者の方へのケースワーク業務である。

　入院手続きをパワーポイントで説明しており、家族に好評を呼んでいる。医師より「ケースワーク指示」というものがあり（特に指示がなければ３週間以内の指示がある）。　例）家族関係の調整など

○フリーダイヤルでの相談状況について

相談内容が多い順に、受診・入院相談、障害年金や公費負担、手帳などの精神保健福祉に関する問い合わせである。なぜ電話回線かは回答が得られなかったが、退院した方の相談で金銭的に気兼ねなく相談できるという点が相談のしやすさ、というのをうむのではないか。相談は医療社会福祉グループで対応している。退院したグループの分け方

○地域保健センターの機能・役割について

現在は運営はしていないが、医療社会福祉グループの役割として、救急医療への積極的な取り組み、院内グループや関係機関との連携、プライバシー保護などについて取り組んでいる。

○外来患者へのアプローチ

　外来担当を決め対応している

○ＳＷの教育体制

　グループリーダー会にて３ヶ月に１度「スタッフ評価の確立」といった課題に取り組み、全体的なレベルアップを目標に実施状況を報告する。各ＰＳＷの評価やフォローをどのように行っていくか検討中である。

○大阪府・大阪市の新たな精神科救急医療体制救急医療（別紙参照）

　大阪では、約３件／日　救急搬送があり拠点病院、府下精神病院として受け入れを行っている。従来の体制では、救急で患者を受入れた際には退院までとなっていたが、新体制となってからは、一時受け入れた後は、救急医療協力病院などへ後送となる。新体制になってからはベッドコントロールが難しく、看護サイドとの密な連携をとりながら進めている。

生活訓練施設　コミュニティ・ヴィレッジ

　平成１５年は３４名、平成１６年度２８名、今年度は１７名の入退所があった

　ショートステイはなし　入所経緯は、殆どが木島病院、男性の入所が多い

　入所者の日中の活動は授産施設かデイケア

　訪問看護でフォローをし、入院まで支援をする

　救急医療体制は整備されている。

一般的に９１３００円（食事、光熱費含む）

○生活訓練施設退所後のフォロー

　地域生活支援センターがないため訪問看護で対応する。

　退所後の再入院率は高い

○生活訓練施設での評価

　ラスミーを利用している。長所・短所があり、今のところはラスミーを利用していく。

○家族へのアプローチ

　機関紙、家族心理教室、茶話会などを開催、退所後のフォローは電話で行っている。

○退所

　退所する前に、問題を解消し退所になる。退所後も生活訓練施設でフォローを数ヶ月行う。

○自立支援法への取組み

　自立訓練事業と住まいの場のケアミックスを考えている。

通所授産施設　コミュニティ・プラザ

授産課目　タオル折、袋詰め、洗濯ピンチ組み立て、プラスティック製品の組み立てなど

喫茶（施設内にある喫茶店）外部からの利用は少ない。出入り業者が食べに来る程度

外勤訓練　施設外授産

あおぞら弁当→高齢者宅へ配食する。

○通所して来る方の生活支援は

　通所して来ている時間外は、訪問看護スタッフと病院外来スタッフと連携して支援をしている。

○授産施設から一般就労へ

　見守り程度であり、本人からの要望があれば相談にのる。特に力を入れていない。

考察：大阪の救急医療体制で驚いた事が、大阪市内には救急の受け入れ病院がなく、大阪市を取り囲む地域で受入れている。受け入れについては常にベッドコントロールに頭を悩ませていたが「今のところはなんとか上手くいっている」との事だった。そこには受け入れ窓口であるＳＷと現場であるＮｓとの連絡調整がスムーズにいっているという事だ。

生活訓練施設の再入院率が高い事と、地域生活支援センターがないという状況の中で、訪問看護の業務範囲はどこまでが看護領域とするのだろうか、と疑問に思った。地域で生活する精神障害者の支援として、木島病院外来スタッフ、デイケア、訪問看護、社会復帰施設などと連携は１／２Wカンファレンスを開き連携をとっている。それは患者、利用者の再発を防ぎ、混乱をさけるようにするという狙いで行われている。

財団法人　長岡記念財団　長岡ヘルスケアセンター

京都府長岡京市

関連施設　精神障害者通所授産施設、地域生活支援センター、生活訓練施設、訪問看護、介護ステーション

　　　　　老人保健施設、在宅介護支援センター、居宅介護支援事業所、

　　　　　社会福祉法人向日春秋会特別養護老人ホーム

通所授産施設　カメリア

○授産課目　パン（約３０種のパンを製造、オードブルなどの食事も作っている）

パンを製造し外部に売りに出て行く。

○登録者　　２０名の定員。２年の訓練期間で、平均３５歳

○開所曜日　一般企業が土・日曜日営業しているのに、授産施設という事で運営していないのはおかしいとの事で土・日曜日も訓練をしている。休日は年末年始のみ。

在庫管理は利用者がしており、殆どの管理を利用者で行っている。

○工賃　　　評価できめる（１５，０００円が平均）

評価は本人とスタッフでそれぞれ評価し、話し合いにより摺り合わせを行う。

評価は点数をだして他の作業員にも公表する

○外勤作業、就職した方については仕事が終わってから顔を出す

○サークル活動（当事者）でパンの研究をしている

地域生活支援センター　アンサンブル

○登録者　　１９０人（半数が長岡病院からの紹介、半数が市町村からの紹介）

○地域交流

地域交流会を１／月　約３０人の参加者で、コンサートや趣味の幅を広げるという事で行っている。

始まりは婦人会が利用した事で拡がりをみせた。２Ｆのオープンスペースを一般市民がつかっている。

○相談事業

１５万人圏域で、市から財団への委託契約で毎週火曜日実施している。

○関係機関との連絡調整

毎週、障害者のケアマネ会議（３障害）を平成１４年から行っている。

生活訓練施設　アスロード

○入退所

入所時に面接を行い、独自の生活訓練表を用いて訓練をしている。

京都府内に生活訓練施設は一つ。他市からの受入が多い。退所後は、その方の戻るところの社会資源の調整を行う。退所の形式は特になく、個別に調整を行い送り出す。

○個人情報の取り扱い

個人情報ファイルなど、段階別にわけて扱う。現在全ての個人情報を洗い出し一覧を作成中。

　例）持ち出し禁止ファイル

文章、記憶情報、ペーパー情報を管理する。

情報管理会議を設置

1 ＰＣ確認　（ＩＤ　アクセスなど）

2 ログをとる　→職員の心理的に不正を防ぐ

3 モバイルＰＣを持ち出さない　→暗号化をしてＰＣを持ち出さない

4 ウィルス対策

5 情報開示請求

6 考えられるケース１００通り　事例集Ｑ＆Ａ

マナー研修

法人全職員が対象で、外部講師や内部講師でマナーについて研修を行う。

考察：殆どが社会復帰施設の見学をさせていただいた。授産施設の設立については、設置の反対運動はなかった。「関西」という場所全てに「偏見」があるのだろう、と予想していたが、長岡京市にはなかった。授産課目がパンをメインに絞ったものにしてある。目標は「一般企業と互角に」という事があった。社会の中では企業の利益追求はごく当たり前の事である。「福祉施設だから・・・」というのは言い訳にはならない事だと思う。企業の視点が今の自分には足りないものだと思った。

遠方から来る利用者、ならびに入所してくる方は、居心地がいいようで退院や退所をしても長岡京市に住む方が増えている、障害を持ちながら暮すには、障害年金や生活保護を受給しながら生活を送る。市からは低所得者を増やすという事で頭を悩ませているようだ。

最後に見学をさせていただいたサービスマナー研修を受講し「仕事ができてもマナーが悪ければダメ」という言葉があった。日頃からの生活の振り返り、職場でのマナーを考え直す必要があると感じた。

社会福祉法人　てしま福祉会

関連施設　精神障害者小規模通所授産施設３ヶ所、地域生活支援センター

精神障害者ホームヘルパーステーション、精神障害者グループホーム

サービス内容

　散髪サービス、基本的に無料で、スタッフが散髪を行っている。

セルフヘルプ活動

　企画・運営は全て利用者が行う。ホームページ、ビデオ作成も自分たちで行い編集を行う。

考察：NHKの放送で地域生活支援センター咲笑の紹介がされ、池田小学校事件を機に、行政が精神障害者にとって逆風の吹く中で「今だからこそ」という事でセンターが建てられた。関西方面では、施設設立や障害者に対して差別・偏見が多くありそう、というイメージを抱いていた。その中咲笑はどのような活動を実施しているのだろうか、又、ホームページで見る限り当事者活動が活発である事が伺えた事もあり、青明舎でのセルフヘルプ活動の支援への足がかりになるのではないか、と思い見学を行った。

野田施設長の本人達の長所を見抜くこと、それを本人たちのやる気にかえていけるか、それはセンター職員の仕事ではないか、と醍醐味を聞いたような気がする。




















































